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ヒトの顔やのどは、呼吸をする、物を食べる、表情をつくる、言葉を話すなど、

いくつもの機能を行うために、複雑な構造と働きをしています。食べ物や飲み物

を口から胃に送り込む際にも、のどの奥（咽頭部）で、空気の通り道と交叉をし

て奥にある食道に送り込まなければなりません。

ふだん、何気なく飲んだり食べたりしていますが、無意識のうちに複雑な動き

をしています。

老化や病気やその後遺症などによって、「食物を見つける→口へ入れる→噛み砕く→飲み込む→胃ま

で送り込む」摂食嚥下の一連の働きのどこかに不具合を生じ、飲んだり食べたりすることが困難にな

る状態を「摂食嚥下障害」といいます。

嚥下に関する器官そのものに障害を生じる器質的病態の原因としては、口腔や咽頭部の腫瘍やその

術後、炎症などがあります。器官を動かす神経や筋肉などの異常による機能的病態の原因としてはパー

キンソン病や脳血管障害などがあります。また、老化によっても嚥下機能は低下します。

食事中や食後にむせや咳が増えたり、食事時間が長くなったりするなど、摂食嚥下障害が疑われた

ときは、早めにケアの担当者や医療スタッフに相談してみてください。

障害に応じて、食形態や食事の仕方を工夫したりする対応が必要となります。また、食事の際の環

境や姿勢にも配慮が必要です。口腔内を清潔に保つことも重要です。

誤嚥性の肺炎を繰り返す場合は、医療機関で精査を必要とする場合があります。

嚥下障害が強く、誤嚥や窒息のリスクが高いときには、経口摂取にこだわり過ぎないことも大事な

選択になります。

食事をとることを楽しく、安全に過ごしていただきたいと考えています。
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